
拡大教授会および教授会議事要旨 

日 時   ２０２２年２月１７日（木） １５：１５～１７：０２ 

場 所   Zoom 会議 

出席者     ２４７名 

 

議 題 

○ 報告事項 

１．総務委員会報告 

研究科長から、２月３日 ２月１７日開催の総務委員会について説明・報告があった。 

２．研究科長・学部長・研究所長合同会議等報告 

研究科長から１月２５日・２月８日開催の研究科長・学部長・研究所長合同会議について、資料

（総Ａ１号）（総Ｂ２号）に基づき説明・報告があった。 

３．全学環境安全管理室等会議・事故災害報告 

環境安全管理室平岡秀一室長から、資料(総Ｂ３号)に基づき報告があった。 

４．各委員会報告 

・真船文隆財務委員会委員長から、過年度支出修正損の防止について、資料（経Ｂ２号）に基づき 

報告があった。 

 ５．その他 
・来年度の授業体制に係る見通しについて、研究科長から、説明があった。 

・国際女性デーシンポジウム「インクルーシブな未来へ」について、研究科長から、説明があった。 

   
○ 審議事項 

１．東京大学大学院総合文化研究科等における育児休業等の長期取得のための支援について 

研究科長から、資料（総Ｂ７号）に基づき説明がなされ、審議の結果、了承された。 

２．大学院総合文化研究科教授、准教授、専任講師選考手続規程の一部改正について 

大石和欣副研究科長から、資料（総Ａ３号）に基づき説明がなされた。 

 ３．大学院総合文化研究科・教養学部拡大教授会及び大学院総合文化研究科・教養学部教授会における 

インターネットによるオンライン会議システムの活用に関する申合せの一部改正について  

 大石和欣副研究科長から、資料（総Ａ４号）に基づき説明がなされ、審議の結果、了承された。 

 ４．助教授人事に関する申し合せの一部改正について 

  大石和欣副研究科長から、資料（総Ａ５号）に基づき説明がなされ、審議の結果、了承された。 

 ５．東京大学大学院総合文化研究科・教養学部研究用微生物実験安全運営規則の一部改正について  

大石和欣副研究科長から、資料（総Ａ６号）に基づき説明がなされ、審議の結果、了承された。 

６．東京大学大学院総合文化研究科附属駒場アカデミック・ライティング・センター規則の制定に 

ついて 

大石和欣副研究科長から、資料（総Ｂ４号）に基づき説明がなされた。 

７．東京大学大学院総合文化研究科附属駒場アカデミック・ライティング・センター運営員会規 
則の制定について 

大石和欣副研究科長から、資料（総Ｂ５号）に基づき説明がなされた。 

 ８．東京大学大学院総合文化研究科・教養学部総務委員会規則の一部改正について 

大石和欣副研究科長から、資料（総Ｂ６号）に基づき説明がなされた。 

９．連携研究機構の変更について(地域未来連携研究機構・心の多様性と適応の連携研究機構・生物普遍 

  性連携研究機構) 

松原宏地域未来連携研究機構長、岡ノ谷一夫心の多様性と適応の連携研究機構長、金子邦彦生物普遍 

性連携研究機構長からそれぞれ説明がなされ、審議の結果、了承された。 

 

 



10．新規前期部会の設置について 

 研究科長から、説明がなされ、審議の結果、了承された。 

 

以下、教授会構成員対象の議題です。 

 

 

○ 教員人事 
講   師    報 告  ５件 

准  教  授       報 告 ２３件 提 案 ２件 

教    授       報 告 ３８件  

   

 計６８件 
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